
こんな救急事故にも気を付けてこんな救急事故にも気を付けて
まもなく雪の降る季節を迎えます。冬の季節だからこそ注意したい救急事故をご紹介します。

　本組合では、救急現場の情報伝達をより迅速かつ正確にす
るため ICT* を活用した救急 DX*（デジタルトランスフォー
メーション）を 2026年２月から本格運用します。
　これまで、救急現場から病院への情報は電話で伝えている
のが中心でしたが、今後はタブレット端末も併せて用いて傷
病者の情報や現場の状況をリアルタイムに病院へ送信しま
す。この結果医師は傷病者が病院に到着する前に詳細な情報
を把握でき、病院側の受け入れ準備が円滑になります。
　救急車を利用する方法や流れは変わりませんが、搬送先医
療機関への連絡や医療機関収容後の医師等による医療の開始
がよりスムーズに行われることが期待されます。

*ICT：情報通信技術
（Information and Communication Technology）
*DX：デジタルトランスフォーメーションの略。デジタル技術を活用して業務やサービスを根
本的に変革する取り組みを示します。
*総務省のマイナ救急実証事業とは異なります。

救急DXが2026年2月本格運用開始

きゅうきゅうデジタルトランスフォーメーション

　急な怪我や病気で救急車を呼ぶか迷ったときは#7119で看護師等に相談できます。福島県の統計によると、2024年度は県内で23,367件の相談
に対応しました。発熱などの相談のほか、薬や育児についての相談も受け付けています。

救急電話相談救急電話相談救急電話相談
看護師等が対応

緊急の場合は119番通報！

県内のプッシュ回線
携帯電話から▶

ダイヤル回線・
IP電話から▶#7119 024‒524‒3020

病院？救急車？迷ったら…
相談無料 通話料は

利用者負担
毎日

受付
24時間

　気温が低い環境に長時間
いることにより、体から失わ
れる熱が、体が保つ熱を上回
ることで低体温となり意識障
害など引き起こすことがあり
ます。低体温症は外だけでは
なく、暖房による温度調節し
ていない室内でも起こり得る
ことから重ね着や暖房器具を
使用するよう注意しましょう。

低体温症低体温症

郡山地方広域消防組合消防本部　
ウェブサイト：予防救急について▶

　積雪や凍結した路面では転
倒するリスクが高くなります。
転倒では骨折や頭部の怪我
などによる救急搬送が多く発
生していることから、転倒予
防として、滑りにくい靴を選
び、歩幅を小さくして慎重に
歩行するよう注意しましょう。

雪による転倒雪による転倒
　インフルエンザやノロウイ
ルスが流行する季節です。手
洗い・うがい・換気、マスク
の着用を徹底しましょう。ま
た感染症の種類によって有効
な消毒成分が異なるため、消
毒液を購入する際はご注意く
ださい。

感染症感染症
　冬の季節はお餅を食べる
機会が増えるため、こどもや
高齢者は特に窒息に注意しま
しょう。こどもの場合、餅以
外にも食べ物や口に入る大き
さのものは窒息になる恐れが
あるため、周りの大人が注意
しましょう。高齢者は噛む力
や飲み込む力の衰えの影響
による窒息もあるため注意し
ましょう。

餅による窒息餅による窒息

救急DX救急DX

令和7年度 郡山地方広域消防組合人事行政の運営等の状況令和7年度 郡山地方広域消防組合人事行政の運営等の状況
　郡山地方広域消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内
住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。

　人事評価制度に対する理解と円滑な運用を図るための研修会を計
5回実施しました。

⑴ 採用・退職者の状況
① 採用に係る競争試験の結果

（注）令和６年度に実施した採用試験の結果と、その試験により令和７年度に採用した職員数です。

区　　分 倍率一次試験
申込者 受験者 合格者 受験者 合格者
97 83 38 32 8 10.4

採用者
8

二次試験

消防職員

⑵ 職員数の推移
① 部門別職員数の状況（令和７年４月１日現在）

区　　分 対前年
増減数

職員数
Ｒ７ Ｒ６
406 410 －4消防職員

 （注）職員数は一般職（会計年度任用職員を除く）に属する職員数です。

② 年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在）

区　分 20歳
未満

3

20～
23歳

26

24～
27歳

56

28～
31歳

50

32～
35歳

48

36～
39歳

67

40～
43歳

43

44～
47歳

24

48～
51歳

43

52～
55歳

20

56～
59歳

24

60歳
以上

2

計

406消防職員

（注）令和６年４月１日から令和７年３月31日までに退職した職員数です。

② 事由別退職者数

7 0 4 0 1 12
定年 勧奨 自己都合 死亡 懲戒 合計

消防職員
区　　分

令和６年度における人事評価の実施状況

人数
割合
人数
割合

対象者
410
100%
409
100%

実施済
408
99.5%
407
99.5%

未実施
2
0.5%
2
0.5%

未実施の事由
休職及び退職

休職及び免職

上期

下期

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員の人事評価の状況

(注）「平均給料月額」とは、諸手当を含まない本給の平均です。「平均給与月額」とは、給料月額と毎
月支払われる扶養手当、住居手当などを合計した額の平均額です。

⑵ 職員の平均給与月額、初任給等の状況
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在）

消防職
区分

37.5
平均年齢

329,872円
平均給料月額

360,041円
平均給与月額

② 職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在）

消防職
区分

215,300円
郡山地方広域消防組合

211,600円

国　の　制　度
公　　安　　職

(注）郡山地方広域消防組合給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内
容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。※行政職

⑶ 消防職の級別職員等の状況（令和７年４月１日現在）
区分
１級
2級
3級
4級
5級
6級
7級
8級※

標準的な職務内容
消防士
副主査
主査
係長・主任
課長補佐・主任主査
課長・主幹・副署長
次長・参事・署長
消防長・参与

職員数
78人
130人
99人
46人
26人
22人
4人
1人

構成比
19.2%
32.0%
24.4%
11.3%
6.4%
5.4%
1.0%
0.2%

③ 職員の経験年数別・平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

消防職
区分

296,300円
経験年数10年

321,883円
経験年数15年

347,575円
経験年数20年

（注）手当の種類、名称は令和７年４月１日現在のものです。

(注)期末・勤勉手当の支給率は一般の職員の場合の支給率です。

① 期末・勤勉手当、退職手当（令和７年４月１日現在）
⑷ 職員手当の状況

区　　分
支給率 期末

1.25月分
1.25月分
2.50月分

勤勉
1.05月分
1.05月分
2.10月分

計
2.30月分
2.30月分
4.60月分

６月期
12月期
計

職制上の段階、
職務の等級に
よる加算措置

有

有

支給率

支給率
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

６月期
12月期
計

職制上の段階、
職務の等級に
よる加算措置

期末・
勤勉手当

退職手当

郡山地方広域消防組合

期末
1.25月分
1.25月分
2.50月分

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

勧奨・定年
24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

勤勉
1.05月分
1.05月分
2.10月分

計
2.30月分
2.30月分
4.60月分

国

③ 時間外勤務手当
支給実績（６年度決算）
職員1人当たり平均支給年額（６年度決算）
支給実績（５年度決算）
職員1人当たり平均支給年額（５年度決算）

133,622千円
374千円

140,383千円
392千円

② 特殊勤務手当
区　　　分

支給実績（６年度決算）
支給職員１人当たり
平均支給年額（６年度決算）
職員全体に占める
手当支給職員の割合（６年度）
手当の種類（手当数）

手当の参考例

郡山地方広域消防組合
27,925千円
68,110円

100.0%
９種類

救急業務従事職員の手当
火災防ぎょ等業務従事職員の手当
隔日勤務従事職員の手当

⑴ 総括
① 令和６年度の人件費の状況（令和６年度一般会計決算）

② 令和６年度職員給与費決算（一般会計）

69.0%

人件費率
B/A

3,538,834千円

人件費
B

77,025千円
実質収支

5,132,010千円373,604人

歳出額
A

住民基本台帳人口
管内人口（R７.3.31現在）

職員手当 768,367千円
期末・勤勉手当 655,190千円

計・・・3,041,359千円
職員数・・・410人
職員一人当たり給与費・・・7,417千円

3 職員の給与の状況

給料
1,617,802千円


